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木々が連携し共生する森のごとく、熱い志を持ち高め合う炎のごとく。世界を豊かにする研究・教育に取り組む。

「創造する森 挑戦する炎」には、本学が熊本の地で長年培ってきた次の3 つの特質をわかりやすく伝えたい、そして今後も

守り育てていきたいという想いが込められています。 揮毫は、かつて本学に在籍された漫画家・井上雄彦氏にお願いしました。

● 地域に身近で世界とつながる、機動力あふれる総合大学

● 実践的課題解決力を持ち粘り強く取り組む、パワーリーダーの育成と輩出

● 歴史や環境を活かして社会が求めるイノベーションを創出する、知的専門家集団
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本年も世界各地で地震や台風、集中豪雨、熱波や寒波などによる深刻な被害が生じ、人々の生

活を脅かしています。

被災された国や地域の皆様の一刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

国連の専門機関である世界気象機関（WMO：World Meteorological Organization)などから

7月27日に「July 2023 is set to be the hottest month on record（本年7月の平均気温は観史

上もっとも高い）」のプレスリリースが発表されました。また、コペルニクス気候変動サービス

（C3S：Copernicus Climate Change Service）からは、これまでの月平均記録で最も暑かった

のは2019年7月の16.63度であったところ、7月23日までの平均で16.95度であったと発表さ

れました。一方で、７月における我が国の全国平均気温では、平年と比べて1.91度高く、気象庁

が1898年に統計を取り始めてから最も暑い7月になりました。

地域別では、北日本が2.8度、東日本が2.0度、西日本が1.1度、沖縄・奄美が0.5度、それぞれ高

くなっており、「熱中症警戒アラート」の言葉は記憶に新しいと思います。

８月に入っても猛烈な暑さが全国的に続き、報道等では連日のように熱中症への予防対策や

対処方等の注意喚起がなされました。

今夏におきましても、地球温暖化が着実に進行している様子を窺い知ることができます。

さて、我が国では、2021年10月22日に地球温暖化対策計画が閣議決定され、政府が行う事業

等に関して温室効果ガスの排出削減を目的とした政府実行計画が策定されました。

また、エネルギーの使用の合理化等に関する法律(通称：省エネ法)が改正され、本年４月から

施行されております。これまでは化石エネルギーを対象にエネルギーの使用の合理化が求めら

れておりましたが、４月からは全てのエネルギーに対して使用の合理化が求められることとな

りました。燃焼時にＣＯ２を出さない水素やアンモニア、電気においても太陽光や風力等の再

生可能エネルギーの使用割合を増やしていくことも新たに求められることになりました。こう

した社会情勢の変化を受けて、本学では、熊本大学温室効果ガス排出削減実施計画を策定し、ま

た、エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する規則を定め、本学が

排出するエネルギー起源のＣＯ２排出量を2030年度までに51%以上削減(2013年度基準)する

目標を掲げ、その達成に向けて挑戦することといたしました。

こうした地球温暖化対策への取組に因み、今回お届けする熊本大学環境報告書「えこあくと

2023」では、気候変動というキーワードを切り口にして、本学で行われている研究の一例をご

紹介いたします。

本報告書では、これまでも続けてきた「さらに読みやすく、伝えやすく、親しみやすい」を念頭

に置き、本学の環境配慮活動を各カテゴリーに分類するとともに、動画や視覚的にわかりやす

いグラフや写真を多く用いることで、エコ・キャンパスの創造と発信に向けた様々な取組を体

系的にご理解いただけるものと思っております。

熊本大学は、「常に情報を発信し続ける大学」、「常に外から見える大学」、「常に外からの声に

耳を傾け、発展し続ける大学」を目指し、OneTeamとなって果敢に挑戦していきますので、今後

ともご支援、ご協力のほどどうかよろしくお願い申し上げます。

熊本大学長

2023年9月

小川 久雄

持続的な環境モデル『エコ・キャンパス』の実現に向けて
未来を見据えた着実な歩みを
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熊本大学環境報告書　えこあくと2023

編集STAFF

編集者

委員長　
委　員　
委　員　
委　員　
委　員　

中田　晴彦
飯野　直子
大野　正久
寺沢　宏明
岸　　大輔　

環境報告書編集専門委員会

施設企画課　
施設企画課

柳詰　靖章
岡　　伸薫

事務担当

株式会社談

本誌に記載されている記事、写真等の無断掲載、
複写、転載を禁じます。

デザイン

熊本大学環境報告書

編集方針

　国立大学法人熊本大学は、2006年（平成18年度）

から、本学が取り組んでいる「エコ・キャンパス」の

実現と持続的な環境改善を推進するための様々な

活動を環境報告書「えこあくと（eco-act）」にとり

まとめて公表しています。「えこあくと（eco-act）」

は、﨑元達郎元学長が親しみやすい、読みやすい書

名として命名されました。　地域と国際社会に貢献

するという本学の理念のもと、本報告書はすべての

ステークホルダーとのコミュニケーションツール

として、様々な環境に関する課題や環境保全への取

組について、わかりやすい、読みやすい、充実した報

告書を目指して、編集を行うものとします。なお、編

集にあたっては以下を参考とします。

○ 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」

○「SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable　 

Development Goals）」

○ 国立大学法人熊本大学 環境理念・環境方針

2023

61 教育

71
72
73
74

エネルギー投入量／電力／都市ガス

LPガス／灯油／ A重油

地区別エネルギー使用量の割合／温室効果ガス

ガソリン／マイカー通勤・通学者数

57
58

化学物質と汚染予防に関する方向性

化学物質と汚染予防に関する活動

気候変動関連データ

豊かな緑、豊富な水資源、

美しい海に囲まれた熊本。地域に根ざして、

世界に羽ばたく熊本大学は、

エコ・キャンパスの実現、持続的な

環境配慮活動、環境改善などを

積極的に推進しています。

71

75 水の使用量／総排水量

水資源関連データ75

80 特別管理産業廃棄物／産業廃棄物

実験系の有害危険廃棄物

生活系の有害危険廃棄物

汚染予防関連データ80

79 PRTR届出／ PRTR対象物質の使用量

化学物質関連データ79

76
77
78

可燃物／不燃物／地区別の可燃物排出量の比較

古紙類／リサイクル原料

グリーン購入量／照明器具類購入量／紙資源購入量

資源循環関連データ76

教　育60

環境に関するデータ70

化学物質と汚染予防56
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C

olumn Vol. 1

2015 年の9 月25 日－27 日、ニューヨーク国連本部に

おいて、「国連持続可能な開発サミット」が開催され、150 

を超える加盟国首脳参加のもと、その成果文書として、

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030 

アジェンダ(Transforming our world: the 2030 Agenda for 

Sustainable Development)※」が採択されました。

これは17の目標（Goals）と169のターゲットからなります。

このアジェンダは全会一致で採択されており、諸目標を

達成するために力を尽くすことになります。

※アジェンダとは「人間、地球及び繁栄のための行動計画」のことです。
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2023年4月に「温対法(地球温暖化対策の推進に関する法律)」と「省エネ法(エ

ネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律)」が改

正施行されました。この法律の施行にちなみ、今回は、皆さんの生活に影響を及

ぼす可能性の高い「地球温暖化」や「気候変動」についてお話ししていこうと思

います。

ところで、地球温暖化って、いつ頃から言われ始めたのか知っていますか？

え～と、たしか、1985年にオーストラリアで開催さ

れたフィラハ会議をきっかけにして、地球温暖化問

題に対する危機感が国際的に広がっていったのが最

初だったような……たぶん。

よく知っていましたね。そのあと、1988年には地球温暖化に関する最新の科学

的な研究成果を整理・評価して報告書を作成することを目的に、「IPCC(気候変

動に関する政府間パネル)」が設立されたんだよ。

最新の報告書では、何が書かれていたのですか？

起きてしまったことは仕方がないかも知れないから、未来に向かって現在できる

ことをやっていかなければならないと思うんだ。

たとえば、どんな事ですか？

IPCC第6次評価報告書では、「It is unequivocal that human influence has warmed the 

atmosphere, ocean and land. Widespread and rapid changes in the atmosphere, 

ocean, cryosphere and biosphere haveoccurred.(人間の影響が大気、海洋、及び陸域を

温暖化させてきたことには疑う余地がない。大気、海洋、雪氷圏、及び生物圏において、広範

かつ急速な変化が現れている。)」や「Human-induced climate change is already affecting 

many weather and climate extremes in every regionacross the globe. Evidence of 

observed changes in extremes such as heatwaves, heavy precipitation, droughts,and 

tropical cyclones, and, in particular, their attribution to human influence, has 

strengthened sinceAR5.(人為起源の気候変動は、世界中の全ての地域で多くの極端な気

象と気候に既に影響を及ぼしている。熱波、大雨、干ばつ、熱帯低気圧などの極端現象につ

いて観測された変化に関する証拠、及び、特にそれらの変化が人間の影響によるとする要

因特定に関する証拠は、AR5※以降強まっている。)」などが報告されているよ。

(※AR5：IPCC第5次評価報告書)

なんだか怖いですね。

日本では2021年10月に地球温暖化対策計画というのが定められているのだけれど、そ

こでは2013年度に1,408百万t-CO2排出されていたCO2を2030年度の目標・目安と

して46％(2013年度比)削減する数値目標が設定されているんだ。国民一人一人が

「COOL CHOICE」や「省エネルギー・脱炭素型の製品への買換え」、「ゼロカーボン・ドライ

ブ」等によって、脱炭素型ライフスタイルへの転換を進めることとされているよ。

い　ま
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再生可能エネルギー電力や水素エネルギーの導入を

聞いたことがあります。

そうだね、再生可能エネルギー電力には天候や風などの影響を受けやすい性質が

あるから、蓄電池等を使って平準化する方法が取り組まれているよ。

半導体といっても様々な種類があるし、製品になるまでにも多くの工程を

経る必要がある。材料の精製や製造装置等にも多くのノウハウが必要とさ

れている。すべての種類の半導体が円滑に供給されるにはもう少し時間が

必要かもしれないね。

AI等を使って最も効率的な利用ができるようにコントロールすることも考えら

れる。

AIといえば、半導体不足で自動車の納期が半年から1年かかるの

が普通になっているみたいですが、今後も続くのでしょうか？

線状降雨帯などの影響により雨が長時間降ると自然災害が発生しやすくなる。そ

のもしもの時に、被害を最小限に食い止め、速やかな復旧のための準備をしておく

ことが大切だと思う。

備えあれば憂い無しですね、先生！

そういうことですね。

・経済産業省
 〔2022年 改正省エネ法の概要(５)〕

・環境省
 〔気候変動に関する政府間パネル(IPCC)
 第6次評価報告書(AR6)サイクル〕

・気象庁
 〔線状降雨帯に関する各種情報〕

・ＩＰＣＣ
 〔AR6 Synthesis Report :
  Climate Change 2023〕

・環境省〔地球温暖化対策計画〕

関連サイトのご紹介

他にどのようなことがありますか？

他にどのようなことがありますか？

KUMAMOTO UNIVERSITY
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通称「赤門」から「サインカーブ」と呼ばれる柔らかなカーブを抜けて、蘇鉄が
植えられたロータリーを望む五高本館の正面に建てられた門を「中門」と呼ん
でいます。また、五高時代には左脇に門衛所があったそうです。現在は門柱の
みが残っていますが、建設当時は鉄製の優美な門扉が備えられていたようで
す。でも、戦時中に金属供出されることになったみたい。門柱の上におかれた
門灯と白い柵は、五高開校100周年に復元されたそうですよ。

通称「赤門」と呼ばれている五高の表門です。
五高本館と同じ時期に建設されたんですって。
煉瓦と自然石を組み合わせた親柱と袖壁から出来ていて、当初から門扉は
作られなかったみたい。夏目漱石先生の句に「いかめしき門を入れば蕎麦
の花」と詠まれていて、門内には畑があったみたいですよ。

おやばしら そでかべ

そ  てつ
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強誘電体という材料の研究を行っています。

誘電体とは、直流電圧に対しては電気を流さ

ない絶縁性を持ちますが、交流電圧に対しては

電気を流す性質を持つ物質です。誘電体は電気

を流さない代わりに電気を貯めることができ、

その中でも強誘電体は特に電気の貯蔵能力が高

い物質です。

私は特に、積層セラミックコンデンサに使わ

れている強誘電体材料を研究しています。

先生のご研究について、
教えてください。

松尾
先生

質問

質問

電気を蓄える蓄電デバイスの一つです。非常に小

さな素子で、電気を使うパソコンやスマートフォン、

電気自動車などで使われています。スマートフォン

なら、500 個から 1000 個。電気自動車なら

5000個から 1万個が使用されます。

蓄電デバイスには様々なものがあり、例えばリチ

ウムイオン電池などのバッテリーと呼ばれるデバイ

スは、蓄えるエネルギー密度は大きいのですが、時

間あたりに出力するエネルギーは低くなります。一

方で、積層セラミックコンデンサは、蓄えられるエ

ネルギー密度は小さいのですが、非常に短時間で大

きなエネルギーを出力できる特性があります。

積層セラミックコンデンサとは
何でしょうか？

松尾
先生

蓄えるエネルギー密度をより高く、
出力するエネルギーをより大きく

様々な電子デバイスに不可欠な素子
「積層セラミックコンデンサ」をより高性能に

私たちの生活に欠かせない様々な電子機器等に使われている積層セラミック

コンデンサ。松尾拓紀准教授は、積層セラミックコンデンサの材料となる

新しい強誘電体材料を研究しています。

省エネ化につながる、新しい強誘電体材料について伺いました。

松尾 拓紀国際先端科学技術研究機構 (IROAST) 准教授

インタビュー動画
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質問

蓄えられるエネルギー密度が大きく、出力密

度も大きい積層セラミックコンデンサはまだあ

りません。私は、積層セラミックコンデンサに

使われている材料の研究から、新しい積層セラ

ミックコンデンサを作り出すことを目指してい

ます。積層セラミックコンデンサの中身は、強

誘電体セラミックスと金属の電極部分が積み重

なった、ミルフィーユのような構造になってお

り、私は、この強誘電体セラミックスの部分を、

原子レベルの結晶格子に着目して研究していま

す。

例えば、現在一般的に使われている強誘電体

セラミックスに、チタン酸バリウムがあります。

このチタンの一部をほかの元素に置き換えると、

結晶格子や、結晶格子が集まったドメインと呼

ばれるものの構造が変わり、電気的な特性も大

きく変化します。それによって、蓄えられるエ

ネルギーをより多く確保できることが分かって

います。つまり、化学的な組成を変えることで、

先生の研究によって、積層セラミック
コンデンサが、より高性能になる、
ということでしょうか？

松尾
先生

出力密度が高く、蓄えられるエネルギー密度が

より高い強誘電体セラミックスを作り、それを

使ったより高性能な積層セラミックコンデンサ

を作ることを目指した研究です。

積層セラミックコンデンサに蓄えられるエネ

ルギー密度が上がると、同じ容量を持つ素子を

作るにしても、より小さいサイズで作ることが

できます。そうすると、小さいコンデンサを狭

いところに集積することが可能になります。コ

ンデンサは半導体の集積回路の周りに並べられ

ますが、コンデンサと集積回路との距離がより

近くなれば、配線距離が短くなり電流が流れる

距離も短くなって、電気抵抗による発熱を抑え、

エネルギー利用の効率も上がって省電力化につ

ながります。

松尾准教授が開発した強誘電導セラミック材料。薄くして重ねるこ
とで、積層セラミックコンデンサの部品となる
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熊本大学の半導体研究に
期待しています！

松尾准教授は、2023年に設置された熊本大学半
導体・デジタル研究機構をはじめ、熊本大学の半導体
研究に期待を寄せています。「機構ができたことで、
私の研究にも新しい展開が生まれると考えていま
す。積層セラミックコンデンサは、半導体素子の周り
に平面的に配列されていますが、これを、半導体素子
の下に置くような、3次元積層をキーワードにした
研究を進めるつもりです」と松尾准教授。積層セラ
ミックコンデンサと半導体の「レイアウト」を変える
ことで、低消費電力化も期待できます。

松 尾 准 教 授 の 休 日

まだ子どもが小さいので、よく一緒に過ごしてい
ます。家で遊んだり、江津湖に遊びに行ったり、阿蘇
などにドライブにでかけることも。研究のことがな
かなか頭から離れないということもありますが、家
族と過ごす時間はできるだけ忘れて、メリハリをつ
けるようにしています。

質問

質問 質問

大学の学部 4 年で研究室に配属された時から、

誘電体の研究をしていました。最初は誘電体を

絶対やりたかったわけではなかったのですが、

パッと見ただけではただの石ころのような物質

が、自分たちの生活に非常に役立っているとい

うことに魅力を感じて研究を始めました。やっ

てみたらとても興味深く、今も続けています。

研究は、実験をする前に仮想的に様々な元素

を入れた場合を計算します。いろいろなパター

ンを計算し、例えば銅がいいのではないか、と

なったら実際に作ります。作ってみないと分か

らないことは多く、やはり、手を動かして作っ

て評価する、ということが大事です。

この研究を始めるきっかけを
教えてください。

松尾
先生

石ころのような物質が、私たちの
生活を支えていることに興味

現在一般的に使われている積層セラミックコ

ンデンサには、チタン酸バリウムが使われてい

ますが、蓄えられるエネルギー密度を積層構造

の工夫だけでこれ以上増やすことは難しくなっ

てきています。また、直流電圧をかけると容量

が急激に低下するという短所もあります。こう

いった課題の解決には、材料ベースでの工夫が

不可欠。私の目標は、このチタン酸バリウムを

置き換えられるような、新しい材料を作ること

です。

今後の展望を教えてください。

松尾
先生

新しい材料を世に送り出す

実際に作ってみて電気物性を測ってみると、

化学的な組成が少し変わっただけで大きく性能

が変わり、とても興味深いと思います。また、

原子レベルの結晶構造を測ることで、電気物性

との関係が明らかにでき、原子レベルの構造と

マクロな物性のリンクがはっきり分かることが、

この研究の魅力の一つだと思っています。

研究の醍醐味はどんなところですか？

松尾
先生
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私は地域防災や防災教育に重点を置いて研究を

進めています。防災には、自分のことを守る「自

助」、地域の人と連携する「共助」、公的な組織が

行う「公助」の三助が必要です。日ごろから、行

政と地域と個人が防災・減災を意識し信頼関係を

構築しておくことが大切です。非常時にはなかな

か冷静に行動できませんから、平時の関係を大切

にし、「いざという時に何ができるか」を考えて

おくことは、今も昔も変わらない大切なことです。

先生のご研究について、
教えてください。

竹内
先生

質問

質問

インターネットが普及したことで、情報提供の仕

方がすごく変わりましたし、人の価値観も多様化し

ています。例えば避難所やトイレにおける性差への

配慮も、男か女か以外にも、様々な視点が必要です。

自治会や消防団、PTA などの関わり方も変化して

います。これまでの良い所を残しつつ、改善できる

所を見直して、地域における信頼関係を構築してい

くことを考える転換期にあると思います。

今の時代に合わせた考え方も必要です
よね。

竹内
先生

日頃から、顔が見える信頼関係を
築くことが大切

地域防災・防災教育を研究
「平時にこそ、何ができるかを考え、行動しておこう！」

竹内裕希子教授の専門は、地域防災、防災教育、地理学。

地理学とリスクマネジメントの視点から、地域防災や防災教育を研究する竹内教授に、

防災・減災のために私たちに何ができるのか、お話を伺いました。

竹内 裕希子大学院先端科学研究部（工学系） 教授

インタビュー動画
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質問

熊本大学の東側に位置する黒髪第 4 町内とい

う町内会で、この 10 年ほど勉強させて頂いて

います。この町内の防災活動は「防災のために」

ではなく、「生活を守るためにどういう行動をす

るか」という視点で行われているのが特徴です。

具体的に言うと、地区には自主防災クラブが

あるのですが、特別な避難訓練を行うのではな

く、月2回、新聞などの資源物の訪問回収を行っ

ています。回を重ねることで自主防災クラブの

スタッフが住民と少しずつ話をするようになり、

顔が見える関係を構築しています。その中で、

一人暮らしであるとか、体調に不安があるなど

が把握でき、いざという時に「あの人は一人暮

らしだから助けに行こう。あそこは空き家だか

らあとで確認すればいい」といった、優先順位

がつけやすくなります。

防災を目的にするのではなく、「ついで防災」

という考え方で、コミュニケ―ションを図りつ

つ楽しく生活し、非常時の助け合いにつなげて

いくことが大事だと思っています。

地域防災活動の事例を教えてください。

竹内
先生

防災において、共助が100%である必要はあり

ません。共助とは、助ける方も助けられる方も、自

分を犠牲にして行うものではありません。人と関

わることが苦手な方は、自分でどこまでできるの

かを見直し、難しい場合に公的なものを頼った

り、SNS等を使って外から支援をしてもらう道を

探って頂きたいと思います。

新興住宅地の住民を対象とした調査では「備蓄

量が多い」とか「ハザードマップを確認している」

など、住民の自助に対する意識が高いことが分か

りました。人とあまり関わりたくない方は、自分

で安全な場所を選ぶ、非常時にどうするか選択肢

を増やしておくことなどが大事だと思います。

地域とのつながりを嫌がる人も
いるのではないでしょうか？

竹内
先生

質問

つながりが苦手な人は、
「自助」への備えを強化しよう

避難の流れ

避難所の確認
避難路の確認
危険物の認識

倒壊家屋からの救出
消火活動
炊き出し　など

自　宅

一時避難所

広域避難所

避難所のエリア分け・動線確認の図
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東日本大震災の被災地である岩手県の安渡地

区では、住民の避難を促していた消防団員が犠牲

になられました。これを繰り返してはならない

と、被災後に作られた地区防災計画では、「15分

の共助」が決められたんです。声を掛けるのは発

災後15分。それが過ぎたら、自分の身を守ること

に切り替えます。この15分も、日ごろから「私が

声をかけたらすぐ逃げて」と理解しあっておけ

ば、声をかけられる人数も増えます。15分をどう

有効活用するか、一人でも多くの人が避難できる

よう普段から何を積み重ねておくかが地域防災

につながります。

避難を呼びかける側の安全を守る
取組もあるそうですね。

竹内
先生

質問

一つは祖父の存在です。1923年の関東大震災

を10歳で経験し、九死に一生を得たそうです。そ

の経験から、寝る時は必ず枕の横に服を準備す

る、ガラスなどが飛び散ることに備えスリッパを

必ず用意しておく、すべての部屋に懐中電灯を備

えることなどを教えられました。また、年に1回は

学校から歩いて帰ってくるように言われていま

した。災害時、帰宅困難になった場合に備えての

ことです。祖父のお陰で防災を考えることは当た

り前になりましたが、世の中には防災に無関心な

人もいて、なぜだろうと思っていました。

もう一つは、大学で地理学を学び、土砂災害に

ついて勉強したことです。ある時、豪雨災害で被

災した地域住民の方が、崖を背にした住宅の前で

「ここでこんなことが起こるとは思わなかった」

とテレビのインタビューでおっしゃったんです。

学生の私の知識でも「ここはまずい」と思うよう

な場所だけに、その言葉に衝撃を受けました。ど

んなに詳細な科学的データを出しても、危険にさ

らされている人にそのリスクが伝わらなければ

命を守ることはできない。そこで、防災の中でも

防災教育や地域防災に研究の重点を移しました。

この研究を始めるきっかけを
教えてください。

竹内
先生

質問

祖父から教えられた、
日ごろから備える大切さ

竹内教授を講師として開催された「荒尾市長洲町防災士養成講座」。
各地で防災についての講演も多数行っている
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心理学に「正常化の偏見」という言葉があり

ます。自分にとって都合が悪いことが予測され

ても、それを正常な日常の延長と捉えてリスク

を過小評価してしまうことです。自然環境の変

化が少しずつだから変だと思いながらそれに慣

れてしまい、気が付いたらもう適応できないほ

ど世界が変わっていた、ということは怖いと思

います。

今までなかったから、聞いたことがなかった

からではなく、いつか起こるかもしれないと思

い、災害リスクを軽減するためにどんな対策が

できるのか、行動変容を含めて関心を持たない

といけないと思います。

近年の豪雨災害や台風被害について
どう思われますか。

竹内
先生

質問

人間活動の自然への影響を
理解することに努めよう

避難所開設時の一助に
～避難所初動運営キット

竹内教授は、熊本地震で避難所となった学校や
運営を行った自主防災組織などに、避難所運営の
課題についてヒアリング調査を実施し、「避難所を
開設するための物がなくて困った」という意見を
聞きました。
防災は「情報の備え」「物の備え」「つながりの備
え」という3つの視点が必要という竹内教授。避難
所を開設・運営するのに必要な道具を一つにまと
めたセットがあると良いと考えて、避難所初動運
営キットを開発しました。中身はあえて8割ほどに
とどめています。「これをベースに、その地域では
何が必要かを考え、残りの２割を議論していただ
くためです」。現在では熊本市を始め、県内の多く
の指定避難所に配布されています。

竹 内 教 授 の 休 日

私自身、地理や地形を学んでいたので、化石にも興
味があり、アンモナイトなどを集めたりしていまし
た。7歳になる息子も恐竜が大好きで、一緒に楽しん
でいます。自分が好きだったことに子どもも関心を
持ってくれることがうれしいですね！むしろ息子の
方が詳しくて、最新のことを教えてくれたりします。
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